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「いい人
ランキング」

「坂の上の
図書館」

「道の駅」
～地域産業振興と

交流の拠点～

吉野　万理子／著
あすなろ書房

池田　ゆみる／作
さ・え・ら書房

関　満博／共編
新評論

文化祭で予定していたミスコンが職員会
議で禁止され、2年1組は「いい人ラン
キング」をすることに。1位が決まるとク
ラスの空気は変わりはじめ…。悪口を言
わず、宿題は気前よく見せ、いい人を演
じてきた少女が徐々に追いつめられてい
く。彼女はその状況を打破できるのか？

住む家のない母親と子どもが入る自立支
援センター「あけぼの住宅」で暮らすこ
とになった春菜。センターの隣には図書
館があり、春菜は生まれて初めて足を踏
み入れる。そこでの友人や司書、本と
の出会いによって、人と話すことが苦手
だった春菜が少しずつ変わっていく…。

地域への入り口であり、地元の顔と
して親しまれている道の駅。１０地域
の道の駅を取り上げ、各地の人びと
の思いのこもった事例から産業戦略と
しての可能性を抽出する。「地方創
生、人口減少、高齢化の中の道の駅」
を追補。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書
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合計122億5,575万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
246万円
105万円
0万円
0万円

1億5万円
44万円

2,777万円
0万円
60万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
簡 易 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

3,982万円
9億8,386万円
1億4,970万円
1億6,577万円
32億28万円
3億10万円

28億5,932万円
1,353万円
5,754万円

3,736万円
9億8,281万円
1億4,970万円
1億6,577万円
31億23万円
2億9,966万円
28億3,155万円

1,353万円
5,694万円

30億139万円

市民税
13億8,750万円
（46.2％）

固定資産税
12億1,230万円
（40.4％）

軽自動車税
6,206万円（2.1％）

市たばこ税
1億6,986万円（5.7％）

入湯税
2,816万円（0.9％）

都市計画税
1億4,151万円（4.7％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下水道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特 

別 

会 

計

122億5,575万円

58億7,942万円

2億 610万円

14億8,810万円

4,162万円

198億7,099万円

（平成28年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万6,247㎡
2,252万1,758㎡
30万5,896㎥

24億1,156万円
14億7,146万円
9億4,010万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億7,821万円
1億8,835万円

民生  2億4,506万円
2億6,873万円
農林水産
2億9,142万円

衛
生土木

土木

土
木 （公園）

3億4,637万円教育

その他
   8億          
     6,518
       万円

消防 3億5,059万円
16億566万円

臨時
 財政対策債
47億
   7,702万円

商工 1,300万円

（都市計画）
28億5,018万円

（道路橋りょう・住宅）
6億4,254万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

27
年
度

26
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

98.6％

経常収支比率

93.0％
90.2％

財政力指数
＊ ＊

0.45
県内9市平均 92.9％ 0.65

0.45
0.64

全  国  平  均 90.5％ 0.63

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.11

連結実質赤字比率

－－－
19.11

実質公債費比率

8.7
25.0

将来負担比率

79.4
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 9.2 60.5
　平成19年6月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」に基づき、上記指標を算定しました。この指標は、地方公共団体の
「早期健全化」と「財政再生」の2段階で財政悪化状況をチェックするとともに、
特別会計や一部事務組合なども併せた連結決算により、地方公共団体全体の財
政状況を明らかにしようとするものです。
　勝山市はいずれの項目においても、早期健全化基準を大きく下回り、健全である
といえます。　　　　　　　 　  （詳しくは、市のホームページをご覧ください）

＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構

造
の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
。
毎
年
経
常

的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う

ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
な
ど
、
必
ず
支
払
う
経

費
の
割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る

と
、
子
ど
も
が
別
居
し
て
い

る
場
合
、
標
準
的
な
生
活
費

（
家
賃
や
食
費
な
ど
）
に
対

す
る
標
準
的
な
収
入
（
給
料

な
ど
）の
割
合
で
す
。
な
お
、

標
準
的
な
生
活
費
と
標
準
的

な
収
入
の
差
額
で
不
足
が
生

じ
る
と
親
か
ら
の
仕
送
り

（
普
通
交
付
税
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準

財
政
規
模
（
地
方
公
共
団
体

が
自
由
に
使
え
る
財
源
の
標

準
的
な
収
入
）
に
占
め
る
割

合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全

会
計
（
一
般
会
計
な
ど
だ
け

で
な
く
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
を
含
む
）
の
実
質
赤
字
が

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般

会
計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債

な
ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き

債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高
（
親
が
肩

代
わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、

家
族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な

ど
に
係
る
経
費
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の

で
き
る
財
源
（
貯
金
な
ど
）

を
差
し
引
い
た
額
が
、
そ
の

年
の
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

広報かつやま10月号 №743 　　 2

人件費（15.3％）

物件費（11.0％）

補助費等（9.8％）

普通建設事業費（25.4％
）

扶助費（15.6％）

公債費（8.0％）
積立金（1.3％）
貸付金（2.7％）

繰出金（9.2％）

歳出

歳入総額
146億7,215万円

歳入

市　税
30億139万円
（20.4％）

その他
13億6,116万円
（9.3％）

地方交付税
39億6,693万円
（27.0％）

県支出金
11億5,345万円
（7.9％）

国庫支出金
25億2,556万円
（17.2％）諸収入

5億799万円（3.5％）
繰入金
9,955万円（0.7％）

歳出総額
141億9,121万円

災
害
復
旧
事
業
費（
0.2
％
）

市 債
20億5,612万円
（14.0％）

衛生費
8億6,013万円
（6.0％）

土木費
30億7,526万円
（21.7％）

消防費　4億638万円（2.9％）

災害復旧費
2,216万円（0.1％）

教育費
16億7,726万円
（11.8％）

公債費
11億3,143万円
（8.0％）

商工費　6億7,571万円（4.8％）

議会費　1億7,955万円（1.3％）

労働費
1億1,323万円
（0.8％）
農林水産業費
7億159万円
（4.9％）

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　
（
1.5
％
）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

3億5,346万円
1億6,528万円
4億6,797万円
1億4,534万円
1億1,370万円

647万円
3,128万円
616万円
1,924万円
1,682万円
1,652万円
362万円
1,530万円

総務費
15億6,235万円
（11.0％）

民生費
37億8,616万円
（26.7％）

●
総　

括
●

　

平
成
27
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
４

６
億
７
２
１
５
万
円
、
歳
出
が
１
４
１
億
９
１
２
１
万
円

と
な
り
、
歳
入
で
６
・
０
％
の
増
、
歳
出
で
５
・
２
％
の

増
（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
財
源
６
３
８
１
万
円
を
引
い
た
４
億
１
７
１
３
万
円

が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

入
●

　

市
税
で
は
、
評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
減

額
と
な
っ
た
も
の
の
、
法
人
市
民
税
が
大
き
く
増
収
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
・
７
％
増
の
30
億
１
３
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

は
、
１
・
７
％
増
の
39
億
６
６
９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
特
定
財
源
で
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実

施
し
た
新
体
育
館
の
本
体
建
設
費
の
増
に
伴
い
、
国
庫
支

出
金
が
24
・
６
％
増
の
25
億
２
５
５
６
万
円
と
な
っ
た
ほ

か
、
そ
の
市
負
担
額
の
財
源
と
し
て
市
債
を
発
行
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
市
債
は
30
・
０
％
増
の
20
億
５
６
１
２

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
こ
と
が
影

響
し
、
市
税
な
ど
を
含
め
た
自
主
財
源
総
額
は
、
12
・
３
％

減
の
42
億
７
３
１
９
万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る

自
主
財
源
比
率
は
前
年
度
か
ら
６
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の

29
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

出
●

　

総
務
費
で
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
改
修
や
北
谷
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
の
減
額
な
ど
に
よ

り
、
14
・
８
％
減
の
15
億
６
２
３
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
地
の
保
全
や
農
地
集
積
に
か

か
る
国
庫
補
助
事
業
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
17
・
２
％
増

の
７
億
１
５
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、
８
・
３
％
増
の
６
億
７
５
７
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
除
排
雪
経
費
が
減

額
と
な
っ
た
も
の
の
、
新
体
育
館
建
設
事
業
費
や
長
尾
山

総
合
公
園
周
辺
整
備
事
業
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
33
・

９
％
増
の
30
億
７
５
２
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
基
金
か
ら

の
取
崩
し
に
頼
ら
な
い
決
算
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
末
か
ら
１
億
６
３
９
２
万
円
の
増
と
な
り
、
総
額
14
億

７
１
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
市
債
借
入
額
が
元
金
償
還

額
を
上
回
っ
た
た
め
、
９
・
２
％
増
の
１
２
２
億
５
５
７

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
普
通
債
等
の
残
高
に
つ
い
て
も
12
・
６
％

増
の
74
億
７
８
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

27
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政公表



5 　　 広報かつやま10月号 №743

　

9
月
定
例
市
議
会
が
9
月
8
日
〜
27
日
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
、
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
山
口
茜
選
手
の

健
闘
を
讃
え
、
ま
た
勝
山
市
道
の
駅
「
恐
竜

渓
谷
ジ
オ
パ
ー
ク
（
仮
称
）」
基
本
計
画
案

の
中
の
、
3
つ
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
32

年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ザ
ウ
ル
ス

復
元
に
向
け
、
新
た
な
資
金
調
達
の
手
法
と

な
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
実
施
、
白
山
平
泉
寺
開
山
１
３
０
０
年

記
念
Ｐ
Ｒ
事
業
お
よ
び
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
in

越
前
大
仏
の
開
催
、
北
谷
公
民
館
指
定
管
理

料
な
ど
で
、
一
般
会
計
に
2
1
8
8
万
7
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
1
2
3
億
2
8
2
6

万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
な
ど
4
つ
の
特
別
会
計
で
合
わ

せ
て
1
億
2
8
3
8
万
9
千
円
を
減
額
し
、

80
億
3
6
6
9
万
5
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
条
例

　

条
例
は
、
一
部
改
正
が
2
件
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

• 

勝
山
市
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
基
金
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆
そ
の
他

　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
3
件
の
陳
情
に
つ
い
て
、
1
件
を
趣

旨
採
択
、
1
件
を
継
続
審
査
、
1
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
2
件
の
決
算
認
定
を
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

◆
委
員
の
任
命

　

勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
田
忠
夫
氏
＝
鹿
谷
町
東
遅
羽
口
＝

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
川
教
髙
氏
＝
毛
屋
町
＝

９月定例市議会

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

勝山市任期付
職員採用候補者試験

　市では、主に第73回国民体育大会および第18回全国障害者
スポーツ大会の開催に関する業務に従事する任期付職員（任用
期間が定められた職員）を募集します。

試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
な
ど

試験区分 採用予定人員 任用期間 選考の日程

前　

期

任期付事務職
（一般） １人程度 平成29年1月1日

～

平成30年12月31日
（2年間）

募集期限　　10月28日㈮
１次試験　　書類選考
２次試験　　11月12日㈯
採用予定日　平成29年1月1日（日・祝）

任期付事務職
（UIJターン） １人程度

後　

期

任期付事務職
（一般） １人程度 平成29年4月1日

～

平成31年3月31日
（2年間）

募集期限　　12月16日㈮
１次試験　　書類選考
２次試験　　平成29年1月9日（月・祝）
採用予定日　平成29年4月1日㈯

任期付事務職
（UIJターン） １人程度

受 

験 

資 

格

試験区分
受験資格、要件（学歴は問わない） 性

別資格、免許など（すべて満たす方） 生年月日

任期付事務職
（一般）

⑴ パソコンの基本操作（文書作成、表計算処理
など）ができること
⑵ 普通自動車運転免許を有する方または採用日
までにその免許の取得が見込まれる方

（前期）　昭和52年4月2日～
　　　　平成10年4月1日

（後期）　昭和52年4月2日～
　　　　平成11年4月1日

男
女
を
問
わ
な
い

任期付事務職
（UIJターン）

⑴ 福井県外に住民登録がある方で、採用までに
勝山市に転入する方
⑵ 平成28年9月末日現在で、民間企業などにお
ける職務経験が３年以上ある方

問わない

問　総務課（市役所２階）☎88 ｰ 1113
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平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

平
成
27
年
度
は
、
給
水
人
口
が

３
３
１
人
減
少（
前
年
度
比
△
１・

48
％
）、
給
水
戸
数
が
22
戸
減
少

（
前
年
度
比
△
０
・
３
％
）
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
年
間
総
配

水
量
、
年
間
有
収
水
量
が
前
年
度

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
有
収
率
も
前
年
度
比
０
・

91
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

本
年
度
の
収
益
的
収
入
は
５
億

66
万
２
千
円
、
収
益
的
支
出
は
４

億
８
７
２
１
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
は
純
利
益

１
３
４
４
万
６
千
円
を
計
上
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
１
７
６

２
万
５
千
円
、
資
本
的
支
出
は
１

億
８
７
６
６
万
９
千
円
と
な
り
、

こ
の
１
億
７
０
０
４
万
４
千
円
の

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
、
当
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

安
心
で
き
れ
い
な
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
に
、
水
道
施
設
の
整

備
を
図
り
な
が
ら
安
定
供
給
の
確

保
と
水
道
事
業
の
健
全
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
収
入
で
あ
る
水
道
料
金
収

入
に
お
い
て
は
、
一
般
家
庭
の
料

金
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
前

年
度
比
１
・
52
％
の
減
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
事
務

諸
経
費
な
ど
の
削
減
に
努
め
ま
し

た
が
、
人
事
異
動
に
よ
る
職
員
人

件
費
の
増
、
立
川
水
源
地
の
送
水

ポ
ン
プ
分
解
整
備
委
託
の
皆
増
、

若
猪
野
水
源
地
１
号
取
水
ポ
ン
プ

の
故
障
に
よ
る
工
事
費
の
増
、
浄

土
寺
川
ダ
ム
管
理
負
担
金
の
増
な

ど
に
よ
り
水
道
事
業
費
用
全
体
で

前
年
度
比
６
・
37
％
、
３
1
0
2

万
2
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の

供
給
を
は
か
る
た
め
、
既
存
水
道

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口 22,035人 －1.48％
給 水 戸 数 7,267戸 －0.30％
年間総配水量 3,047,037㎥ －0.63％
年間有収水量 2,385,706㎥ －1.54％

１日最大配水量 14,504㎥
（平成27年5月19日） 0.86％

有 収 率 78.30％ －0.91％
導送配水管延長 323,542.2ｍ 0.15％

区　　分 H27年度決算額 H26年度決算額
収 入 5億66万2千円 4億9,876万5千円
支 出 ４億8,721万6千円 4億5,619万4千円
差 引 1,344万6千円 4,257万1千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
国道416号配水管布設
工事 荒土町松田 952万2千円

国道157号配水管布設
工事に伴うアスファル
ト舗装工事その２

北谷町
木根橋 436万3千円

国道157号配水管布設
工事に伴うアスファル
ト舗装工事その１

北谷町
木根橋 435万8千円

黒原区内配水補助管布
設工事 村岡町黒原 386万6千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

地上式消火栓設置工事
その１

本町1丁目
ほか

375万5千円

地上式消火栓設置工事
その２

郡町1丁目
ほか

302万円

市道7 ｰ 76号線配水補
助管布設替工事

立川町
1丁目

243万円

区　　分 H27年度決算額 H26年度決算額
収 入 1,762万5千円 2,810万2千円
支 出 1億8,766万9千円 2億2,298万5千円
差 引 －1億7,004万4千円 －1億9,488万3千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税抜）】

【資本的収支（税込）】

施
設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る

こ
と
な
く
、
社
会
経
済
状
況
の
変

化
な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
更
に
経

営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
な
お

一
層
の
経
営
努
力
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
決
算
書
を
市
立
図
書

館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
０
９
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　申込書は各幼稚園または教育委員会（学校教育課）で配布しています。受付期間内に学校教育課へご持参
ください。
対　　象：保護者の就労の有無に関わらず、教育を希望する児童
　　　　　平成23年4月2日～平成26年4月1日生まれ（3～ 5歳児）
通 園 区：

受付期間：11月1日㈫～ 12月15日㈭　8:30 ～ 17:15　※土日祝日を除く
申・問　学校教育課（教育会館2階）　☎88 ｰ 8112

　申込書は福祉・児童課で配布します。就業証明書など保育を必要とする状況が分かる書類を添えて受付期
間内に福祉・児童課へご持参ください。詳しくは「入園についてのご案内」を配布しますのでご覧ください。
対　　象：保護者の就労などにより家庭で保育が受けられない児童
　　　　　平成29年4月1日現在、生後8週から就学まで
受付期間：11月1日㈫～ 11月30日㈬　8:30 ～ 17:15　※土日祝日を除く
申・問　福祉・児童課（すこやか内）　☎87 ｰ 0777
※ 申込後、市で書類審査・面接し、支給認定証が交付され、利用調整後、施設利用決定を通知します。認
定こども園は園と利用契約をします

　申込書は各認定こども園または福祉・児童課で配布しています。受付期間内に各認定こども園へご持参く
ださい。詳しくは各こども園の募集要項をご覧ください。
　対　　象：保護者の就労の有無に関わらず、教育を希望する児童
　　　　　平成23年4月2日～平成26年4月1日生まれ（3～ 5歳児）

ただし、しろきこども園・北保育園では、満3歳の誕生日の翌月から1号認定で入園できます。
受付期間：11月1日㈫～ 11月30日㈬　8:30 ～ 17:15　※土日祝日を除く

申・問　しろきこども園　☎88 ｰ 3213　　北保育園　☎88 ｰ 1557

幼稚園 （1号認定）

認定こども園（1号認定）

保育園・認定こども園（２・３号認定）

各園の申込方法

平成29年度勝山市内の幼稚園、認定こども園、保育園一覧

成器南幼稚園 成器西・平泉寺・三室・成器南
勝山中部幼稚園 成器西・村岡・荒土・鹿谷・北郷・野向

区分 運営 名称 所在地 1号
定員

2･3号
定員 電話番号 開園時間（延長含む） 対象年齢

幼稚園 公立
成器南幼稚園 元町2丁目-18-38 105 ― 88-1328 月～金

8:30 ～ 15:30 3 ～ 5歳
勝山中部幼稚園 郡町2丁目2-27 100 ― 88-1271

認定こ
ども園 私立

しろきこども園 芳野町2丁目3-19 6 120 88-3213 月～土
7:00 ～ 19:00 0 ～ 5歳

北保育園 沢町2丁目3-22 5 55 88-1557

保育園
私立

ケイテー保育園 元町1丁目8-17 ― 90 87-1857

月～土
7:00 ～ 19:00

0 ～ 5歳

中央保育園 栄町2丁目7-6 ― 90 88-0872
松文保育園 旭町1丁目1-56 ― 90 69-1111
南保育園 元町2丁目7-28 ― 90 88-0850
上野保育園 荒土町別所33-58-1 ― 60 89-2022
鹿谷保育園 鹿谷町保田99-31-2 ― 90 89-2211
北郷わしのこ保育園 北郷町東野28-45 ― 60 89-3433

公立
平泉寺保育園 平泉寺町平泉寺164-45甲 ― 30 88-4332 月～土

7:30 ～ 18:30野向保育園 野向町龍谷50-47 ― 30 87-3888
※北保育園は平成29年4月より認定こども園への移行を予定しています
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認定こども園認定こども園
ってどんな
ところ？

保育園
ってどんな
ところ？

平成29年度　幼稚園・認定こども園・保育園

● 子どもたちの「やってみたい」を大切に！
● 遊び込む中で、「生きる力」と「学びに向かう力」が育ちます
● 家庭との連携を密にし、ひとりひとりの豊かな人間性を育みます

降
園
後
、
夕

食
の
時
間
ま

で
親
子
の
ふ

れ
あ
い
時
間

が
持
て
ま
す
。い

っ
ぱ
い
遊
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
は
満
た

さ
れ
て
毎
日
帰
っ
て

き
ま
す
。

新規入園の募集がはじまります！新規入園の募集がはじまります！

幼稚園
ってどんな
ところ？

ひろーい園庭でのびのびひろーい園庭でのびのび 保護者の声保護者の声身近な自然に包まれて身近な自然に包まれて

　しろきこども園に加えて
平成29年4月より、北保育
園が認定こども園への移行
を予定しています。
　認定こども園とは、幼稚

園と保育所の両方の良さを合わせ持ち、教育･
保育を一体的に行います。保護者の就労の有無
に関わらず利用でき、就労状況が変化しても、
継続して利用できます。
　また、子どもが認定こど
も園に通っていなくても、
子育て相談など、地域の子
育て支援を保護者に提供し
ていきます。

　保護者の就労状況に応じ
て0歳児から就学前までの長
期的な視野を持って、教育・
保育および子育て支援を行
う児童福祉施設です。

　より良い環境のなか、生活に必要な能力や態
度を身につけ、発達に必要な経験を積み重ねな
がら主体的な
活動を通じて、
心身ともに調
和のとれた人
間形成の基礎
を培います。

発見や感動の自然体験発見や感動の自然体験

幼稚園・認定こども園・保育園の教育・保育時間について

幼稚園

認定こども園

保育園（公立）

認定
こども園

保育園
（私立）

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19（時）

教育時間（６時間）

教育時間（６時間）

保育短時間（８時間）

保育標準時間（11時間）

保育短時間（８時間）

保育標準時間（11時間）

１
号
認
定

2
・
3
号
認
定

対　　　　　象（小学校就学前） 支給認定区分
満３歳以上で教育を希望する子ども １号認定
満３歳以上で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども ２号認定
満３歳未満で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども ３号認定

※ ２号認定または３号認定を受ける方は、保護者の就労などの状況により、『保育標準時間』（１日最長
11時間）と『保育短時間』（１日最長８時間）に区分され、利用できる時間が異なります

一時預かり

延長保育

　対象となる子どもの年齢および保護者の就労状況などにより、支給認定は以下のように分けられます。
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一般県道勝山インター線（勝山恐竜橋）
11月6日㈰ 開通！！

　県が事業を進めている一般県道勝山インター線と勝山恐竜橋が11月6日㈰に開通する予定です。開通　県が事業を進めている一般県道勝山インター線と勝山恐竜橋が11月6日㈰に開通する予定です。開通
にあたり、開通式、開通記念イベントなどを開催しますので、市民総出で開通を祝いましょう。にあたり、開通式、開通記念イベントなどを開催しますので、市民総出で開通を祝いましょう。

　※雨天決行とします。ただし荒天、災害などによりイベントを中止または中断する場合があります
　※指定車両以外は勝山インターチェンジ付近「勝山スノーベース」に駐車願います
　※ 当日行事などが全て終了した後、午後4時30分から一般車両の通行ができます

 【開通式典】
場所…遅羽町比島（勝山恐竜橋　左岸側）

 【開通記念イベント】
場所…鹿谷町発坂（勝山インター線 道路上）

肝
が
ん
撲
滅
フ
ォ
ー
ラ
ム

肝
が
ん
撲
滅
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6

2
0
1
6

  

市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座

「「
ま
い
に
ち
、

ま
い
に
ち
、
肝
臓
！

肝
臓
！
」
を
開
催

」
を
開
催

　

10
月
1
日
に
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
2
0
0

人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
講
演
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

講
演
1　
「
ウ
イ
ル
ス
と
肝
炎
」

　
　
　
　
　
　

福
井
大
学
第
2
内
科
教
授　

中
本
安
成
先
生

　

肝
が
ん
の
原
因
は
、
8
割
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ

型
・
Ｃ
型
）
に
よ
る
も
の
で
、
日
本
人
は
1
0
0
人

に
1
人
の
割
合
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
間
1
万
人
が
新
規
に
感
染
し
て
い

ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
を
予
防
す
る
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

効
果
が
あ
り
、
10
月
1
日
よ
り
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象

に
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
型

肝
炎
は
、
副
作
用
が
少
な
い
飲
み
薬
で
治
る
時
代
へ

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

講
演
２　
「
肝
が
ん
」

　
　
　
　
　
　

福
井
大
学　

第
２
内
科
講
師　

根
本
朋
幸
先
生

　

Ｃ
型
肝
炎
は
進
行
す
る
と
肝
が
ん
に
な
り
ま
す

が
、
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
で
年
間
3
万
人
が
肝
が
ん
で
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
が
ん
治
療
は
年
々
進
歩
し
て
お
り
、
肝
が

ん
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
肥
満
な
ど
に
よ
る
脂
肪
肝
は
今

後
も
要
注
意
で
す
。

講
演
３　
「
肝
臓
と
消
化
管
」

　
　
　
　
　
　

福
井
勝
山
総
合
病
院　

副
院
長

須
藤
弘
之
先
生

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
で
す
。
症
状
が
な
い
ま
ま

慢
性
肝
炎
は
肝
硬
変
に
徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
肝
硬
変
は
、
む
く
み
や
腹
水
な
ど
の
症
状
だ
け

で
は
な
く
、
食
道
胃
静
脈
瘤
な
ど
消
化
管
の
合
併

症
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
進
行
を
止
め
、
肝
が
ん
や

消
化
管
の
合
併
症
を
予
防
す
る
た
め
に
抗
ウ
イ
ル

ス
療
法
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

講
演
４　
「
肝
炎
対
策
」

　
　
　
　
　
　

福
井
県
健
康
増
進
課
長　宮下

裕
文
先
生

　

県
で
は
、
肝
炎
対
策
と
し
て
無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
や
、肝
炎
医
療
費
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

肝
炎
の
専
門
医
が
い
る
医
療
機
関
が
奥
越
地
区
で

は
、
福
井
勝
山
総
合
病
院
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
５
「
肝
臓
と
く
す
り
」

　
　
　
　
　
　

福
井
勝
山
総
合
病
院　

薬
剤
部
長

竹
内
哲
夫
先
生

　

慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
の
初
期
な
ど
、
薬
で
完
治

で
き
る
時
期
に
し
っ
か
り
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

　

薬
は
患
者
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
て
処
方
さ
れ
て

い
る
の
で
他
の
人
に
あ
げ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
飲
ん
で
い
る
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
主
治

医
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

肝
炎
の
薬
は
一
定
期
間
飲
み
続
け
る
こ
と
で
効
果

が
で
る
の
で
、
自
己
判
断
で
や
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
中
本
先
生
が
、「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
も
症
状
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
ほ
っ

と
く
の
で
は
な
く
病

院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
〝
肝
臓
は
自
分
で
守

る
〞
こ
と
で
〝
し
あ

わ
せ
度
は
Ｕ
Ｐ
〞
し

ま
す
」
と
話
し
講
演

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）☎

87
‐
0
8
8
8

13:00　交通安全祈願祭（施工者主催）
13:30　開通式典
14:10　テープカット、親柱除幕、
　　　　みむろ太鼓披露
14:25　勝山恐竜橋渡り初め
問　一般県道勝山インター線（勝山恐竜橋）開通
式実行委員会（建設課内）☎88 ｰ 8107

12:00　開会式
12:50　ステージイベント
　　　　（鹿谷童子、福井市消防音楽隊）
13:40　開通記念ウォーキング（健康チャレンジ10Ｐ）
その他、振る舞いなどがあります。
問　鹿谷町中部縦貫自動車道促進対策委員会

（鹿谷公民館内）☎89 ｰ 2111
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勝
山
市
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
ジ
オ
パ
ー
ク

勝
山
市
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
ジ
オ
パ
ー
ク
（
仮
称
）

（
仮
称
）」」

基
本
計
画
を
策
定

基
本
計
画
を
策
定

〜
平
成
32
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
〜

　

市
で
は
、
荒
土
町
松
ヶ
崎
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
道
の
駅
整
備
に
向
け

て
、
広
く
市
民
と
関
係
機
関
お
よ
び

有
識
者
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
を

目
的
に
組
織
す
る
「
勝
山
市
道
の
駅

基
本
計
画
検
討
会
議
」
を
平
成
28
年

２
月
３
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年
度
重
点
「
道

の
駅
」
の
選
定
を
受
け
、
よ
り
計
画

を
具
体
的
に
実
効
性
の
伴
う
も
の
と

す
る
た
め
、
国
、
県
な
ど
関
係
行
政

機
関
を
加
え
た『
勝
山
市
道
の
駅「
恐

竜
渓
谷
ジ
オ
パ
ー
ク
（
仮
称
）」
基
本

計
画
協
議
会
』
に
移
行
し
、
さ
ら
に

協
議
会
に
分
野
ご
と
に
よ
り
専
門
的

見
地
か
ら
意
見
を
聞
く
た
め
に
道

路
・
河
川
管
理
分
科
会
、
地
域
振
興

分
科
会
を
置
き
、「
道
の
駅
」
に
導
入

す
べ
き
機
能
や
各
種
施
設
の
規
模
や

配
置
、
事
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
８
月
１
日
〜
31

日
の
１
か
月
間
、
ま
と
め
た
素
案
に

つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
周
知
、

意
見
の
募
集
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

ふ
ま
え
勝
山
市
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷

ジ
オ
パ
ー
ク（
仮
称
）」基
本
計
画（
以

下
基
本
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

基本計画の計画コンセプトおよび基本方針

道の駅が目指す地域振興を実現するための導入機能

基本計画の公表

【基本コンセプト】
　「人が集い　出会い交流し　地域に広げる　恐竜渓谷ジオパーク（仮称）」
【整備の方向性を示す基本方針】
　①勝山市に人を呼び込む　②出会い、そして交流する
　③市内外周遊とリピートを促す

　計画コンセプトおよび基本方針をふまえ、勝山市が目指す観光の産業化による市全体
の観光消費額の増大や、雇用増、人口増を実現するため、休憩機能、情報発信機能、地
域連携機能、体験学習機能、行政サテライト機能、防災機能、環境保全機能などを設け
ることとしています。
　今後、道路管理者である県と連携して、平成32年のオープンを目標に取り組んで行く
予定です。

詳細につきましては、市ホームページにおいて公表していますので、ご覧ください。
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障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

〜
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
す
み
や
か
に
通
報
を
〜

　

周
り
の
人
が
小
さ
な
兆
候
を
見

逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

障
害
者
虐
待
の
特
徴
と
は

•
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る

• 

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待

し
て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が

あ
る

• 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
で

あ
る
と
認
識
で
き
ず
、
自
分
か

ら
被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る

ど
ん
な
人
か
ら

　
　

虐
待
を
受
け
る
の
？

①
養
護
者
（
家
族
や
親
族
な
ど
）

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

③ 

使
用
者
（
障
害
者
を
雇
っ
て
働

か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど
）

虐待の区分とその具体例
区　分 具　体　例

身体的虐待
•暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを与える
•身体を縛りつけたり、過剰な投薬によって身体の動きを抑制する

性的虐待
•性的な行為を強要する
•わいせつな言葉を発する

心理的虐待
•脅し、侮辱などの言葉を浴びせる
•仲間はずれや無視、嫌がらせなどによって精神的に苦痛を与える

ネグレクト
（放棄・放置） 

•食事や排泄、入浴、洗濯など身辺の世話や介助をしない
•必要な福祉サービスや医療や教育を受けさせない

経済的虐待
• 本人の同意なしに（あるいはだますなどして）財産や年金を使ったり、
勝手に運用したりする
•金銭の使用を理由なく制限する

　障害者への虐待を発見したり、虐待が疑われる時は、下記へご連絡ください。養護者
の支援に関するご相談、お問い合わせも受け付けます。

【日中（午前８時30分～午後５時15分）】
　問　福祉･児童課（すこやか内）　☎87 ｰ 0777

【休日夜間（緊急通報のみ受付）】
　問　市役所（宿日直）　☎88 ｰ 1111

相談窓口・相談員のご紹介　（敬称略）
◆勝山市障害者生活支援センター（すこやか内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎87 ｰ 0600
　障がいのある方や児童、ご家族の方が安心して生活
できるように、様々な相談に応じます。

◆障害者相談支援事業所

勝山市社会福祉協議会
障害者相談支援事業所

郡町1丁目
（すこやか内）☎88 ｰ 1177

九頭竜相談支援事業所
（九頭竜ワークショップ） 旭町3丁目 ☎87 ｰ 3003

大日園相談支援事業所 荒土町松田 ☎89 ｰ 3210

◆障害者相談員
　障がいのある方やご家族の方の目線に
立った相談支援を行います。

・身体障害者相談員

酒井　智治 遅羽町大袋 ☎88 ｰ 2848

辻野　米夫 元町3丁目 ☎88 ｰ 2935

幅田　郁子 滝波町5丁目 ☎87 ｰ 0882

水谷　　修 村岡町浄土寺 ☎88 ｰ 3481

・知的障害者相談員

笠川　浩幸 元町3丁目 ☎88 ｰ 0387

　平成28年4月より障害者差別解消法が施行されました。この法律は役所やお店などに対して、障
がいのある方への不当な差別取り扱いの禁止、合理的配慮の提供を求めています。相手の立場に立っ
た思いやりのある心で、障がいがある人もない人も安心して暮らせる社会をつくりましょう。
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平成28年10月から
福井県屋外広告物条例が改正されました

　

県
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
勝
山

市
で
は
、
新
た
に
国
道
１
５
７
号

（
暮
見
交
差
点
〜
県
境
ま
で
）、
県

道
大
野
勝
山
線
、
県
道
奥
越
高
原

線
、
法
恩
寺
山
有
料
道
路
沿
い
な

ど
が
禁
止
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

屋
外
広
告
物
の
表
示
（
設
置
）

に
関
す
る
基
本
的
事
項

　

屋
外
広
告
物
法
・
条
例
に
基
づ

き
、
良
好
な
景
観
の
形
成
・
風
致

の
維
持
お
よ
び
公
衆
に
対
す
る
危

害
の
防
止
を
目
的
に
、
屋
外
広
告

物
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
広
告
物

を
表
示
（
設
置
）
す
る
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
市
長
の
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

改
正
に
よ
り
禁
止
地
域
、
許
可

地
域
の
区
分
が
細
分
化
さ
れ
、
屋

外
広
告
物
の
分
類
ご
と
の
設
置
基

準
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
告
物
の
分
類

信
号
交
差
点
周
辺
の
規
制

　

国
道
と
国
道
・
県
道
・
市
道
、

県
道
と
県
道
が
交
差
す
る
、
信
号

の
あ
る
交
差
点
周
辺
30
ｍ
で
は
、

一
般
・
案
内
広
告
物
が
原
則
設
置

禁
止
と
な
り
ま
す
。

勝
山
市
既
存
不
適
格
屋
外

広
告
物
等
撤
去
・
改
修
事
業

補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
禁
止
地
域
に
既
に
表

示
（
設
置
）
さ
れ
て
い
る
、
基
準

に
適
合
し
な
い
屋
外
広
告
物
の
撤

去
費
用
に
加
え
、
新
た
に
改
修
費

用
に
対
し
て
も
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、県
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

補
助
率
・
補
助
額
な
ど
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 　

都
市
政
策
課
（
市
民
会
館
２

階
）　

☎
88
‐
８
１
０
８

案内広告物

自家用広告物

一般広告物

この先⇨
○○商店

300m先右折
○○商店⇨

○○
商店

○○
商店

○○
商店

○○
商店

○○商店の敷地

禁止区域では不可

禁止地域
許可地域
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　勝山市国民健康保険では年6回「医療費通知」を送付しています。医療費通知には通知該当月に
受診した病院・薬局などの受診状況や医療費の支払い金額などが提示してあり、被保険者の皆さま
に健康に対して意識していただくことに加え、重複受診・多重受診防止など国民健康保険制度の治療に
対する関心および医療費負担の仕組みにご理解をもっていただくといった目的もあります。
　医療費通知に記載している受診状況をふり返り、ご自身、ご家族の今後の健康づくりにご活用ください。
　なお確定申告時の医療費控除の領収書として使うことはできません。

まずは健康管理から！～特定健診を受診しましょう～まずは健康管理から！～特定健診を受診しましょう～
　特定健診を受けることにより、健康管理や病気の早期発見ができ、医療費の節約にもつながります。
　黄色の封筒で5月末に発送している健診通知をご確認ください。新たに国保に加入した方や受診券を無
くされた方は、健康長寿課へお申し込みください。 問　健康長寿課（すこやか内　☎87 ｰ 0888）

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告に
おいて、全額が社会保険料控除の対象となり、その
年の1月1日～12月31日に納付した保険料が対象で
す。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
日本年金機構より送付されますので、大切に保管い
ただき、年末調整や確定申告の際には必ず添付して
ください。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納
付された方の社会保険料控除に加えることができ
ます
■証明書が送付される時期
9月30日までに国民年金保険料を納付された方

⇒平成28年11月上旬
10月1日以降に初めて国民年金保険料を納付された方

⇒平成29年2月上旬
問　市民課（市役所1階　☎88 ｰ 8102）
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4518
　　ねんきん定期便・ねんきんネットダイヤル
　　（控除証明書照会）☎0570 ｰ 003 ｰ 004
　　※050で始まる電話からは　☎03 ｰ 6630 ｰ 2525

医療費通知について医療費通知について

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されます控除証明書」が送付されます

国
保

年
金

保険料を
納めた方

＜医療費通知の見方＞

問　市民課（市役所1階　☎88 ｰ 8102）

総医療費や一部負担金額などが提示してあり、
いくら支払ったかが確認できます。（ベッド差
額代などの保険診療外のものは含みません）

病院ごとの日数（薬局は
回数）を確認できます。

宝くじの助成金で
コミュニティ活動の
備品を整備しました

【寺尾区】
　災害など緊急時の避難所確保に万全を期すた
め、発電機・投光器を購入しました。
　今後、定期的に訓練を実施し、有事に備えま
す。

広報かつやま10月号 №743 　　 12

勝山市フォトコンテスト2015
入賞作品が決定

その他の入賞作品については、市ホームページでご覧いただけます。 勝山市フォトコンテスト

「可愛い左義長っ子」　田中正生氏（福井市） 「水無月の夜」
金丸隆氏（坂井市）

フォトコンテスト入賞作品から勝山の四季を厳選

2017勝山市公式カレンダー予約受付開始！

サイズが大きくなりました。（横51.5㎝×縦36.4㎝）
価　格▶1,500円
予 約方法▶郵便振替（手数料不要）でお申し込みいた
だけます。詳しくは市ホームぺージをご覧ください
発　送▶ご入金確認後、11月上旬より発送します
問　観光政策課（市役所2階）☎88 ｰ 8117

１月

４月

７月

10月

２月

５月

８月

11月

３月

６月

９月

12月

グランプリ 新視点勝山賞
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男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

西
野
小
春
（
勝
山
中
部
２
）

優 

秀
賞
▼
三
屋
力
規
（
勝
山
南
部

２
）
河
野
叶
夢
（
勝
山
南
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
三
谷
充
仁（成

器
西
６
）

優 

秀
賞
▼
山
内
芽
依
（
三
室
６
）

田
中
煌
己
（
野
向
３
）
山
内　

心
音
（
成
器
西
１
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

最
優
秀
賞
▼

　

林
一
惠
（
一
般
）

　

伝
え
よ
う
、
届
け
よ
う

　
　
　

未
来
を
託
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

若
い
声

優 

秀
賞
▼
松
井
涼
太
（
奥
越
明
成

３
）
原
田
倫
（
奥
越
明
成
３
）

白
﨑
天
海
（
成
器
西
６
）
原
田

駿
（
村
岡
４
）
道
上
依
央
（
村

岡
４
）

防
火
標
語

金　

賞
▼

桐
嶋
愛
莉
（
龍
谷
夜
ま
わ
り
消

防
隊
6
年
）

　

大
丈
夫
？

　
　

安
易
な
気
持
ち
が

　
　
　
　
　
　

火
事
を
呼
ぶ

銀 　

賞
▼
松
山
結
衣（
成
器
南
６
）

丸
山
菜
々
子
（
片
瀬
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
６
年
）

銅 　

賞
▼
和
田
さ
ち
（
若
猪
野
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
６
年
）
石
上
誠

大（
成
器
西
６
）藤
井
崇
弘（
野

向
６
）

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
困
り
ご
と
や
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆

さ
ん
と
行
政
の
間
に
立
ち
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

定
例
相
談
日
▼
毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間

行
政
相
談
委
員
▼

　

深
谷　

久
枝
氏
＝
元
町
１
＝

　

木
村
美
智
子
氏
＝
昭
和
町
１
＝

出 

前
教
室
▼
行
政
相
談
委
員
が
学

校
へ
出
向
き
ま
す
。
昨
年
は
子

ど
も
た
ち
の
声
が
、
通
学
路
に

あ
る
歩
道
橋
の
補
修
に
つ
な
が

り
ま
し
た

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

10
月
17
日
〜
23
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す村岡小学校で出前教室を行いました

かつやま環境フォーラム2016かつやま環境フォーラム2016勝山市消費者団体連絡協議会設立40周年記念

オラの日米おもしろお金講座オラの日米おもしろお金講座
　入場希望者は下記までお申し
込みください。入場は無料です。
来場者にはマイバッグをプレゼ
ント！
と　き▶11月13日㈰
　　　　午後1時30分～
　　　　（受付）午後1時
ところ▶すこやか多目的ホール
講　師▶ダニエル・カール氏
内 　容▶くらしの一座ドタバタ劇「振り込め詐欺
捕り物帳」、講演会、くらしの安全みつめる展～
暮しの手帖・NITE ～、エコかるた展など
定　員▶200人
※チャイルドルームあり（要予約）
申・問　勝山市消費者団体連絡協議会事務局
　　　　（市民課内）　☎88 ｰ 8103

と　き▶11月12日㈯　午後１時30分～４時
ところ▶すこやか多目的ホール
内 　容▶
　•エコ環境都市推進活動表彰式
　• 活動事例発表（平泉寺小、成器西小、鹿谷小、
勝山中部中）

　• 基調講演「空から宝ものが降ってきた」
　　　講師　伊藤　親臣氏
　　　　　　（㈶雪だるま財団チーフスノーマン）
　•保育園児と合唱クラブによる歌の発表

問　環境政策課（市役所2階　☎88 ｰ 8104）
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勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

宮
本
茉
奈
（
勝
山
中
部
２
）

優 

秀
賞
▼
鳥
居
結
唯
（
勝
山
南
部

３
）
福
田
凛
（
勝
山
南
部
３
）

竹
内
淳
汰
郎
（
勝
山
中
部
３
）

宮
本
夏
子
（
勝
山
中
部
２
）
石

塚
悠
生
（
勝
山
北
部
２
）
山
内

映
和
（
勝
山
北
部
２
）
上
杉
梨

緒
（
勝
山
南
部
１
）
細
野
り
え

（
勝
山
中
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

松
浦
実
来
（
成
器
南
６
）

優
秀
賞
▼
田
中
愛
純
（
野
向
５
）

下
水
道
い
ろ
い
ろコ

ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

金　

賞
▼

　

桝
家
駿
之
介
（
勝
山
中
部
３
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

白
木
梨
紗
子
（
勝
山
中
部
１
）

銀 　

賞
▼
荒
井
優
花
（
勝
山
南
部

２
）
大
林
美
空
（
勝
山
南
部
２
）

銅 　

賞
▼
永
井
ひ
か
り
（
勝
山
南

部
３
）
木
田
悠
斗
（
勝
山
南
部

２
）
谷
口
夏
菜
（
勝
山
南
部
２
）

黒
原
京
梅
（
勝
山
中
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

金　

賞
▼
木
田
恋
菜
（
荒
土
６
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

鈴
木
暁
翔
（
北
郷
１
）

銀 　

賞
▼
渡
芽
生
（
荒
土
５
）
木

村
圭
太
（
成
器
西
３
）

銅 　

賞
▼
木
下
萌
（
北
郷
６
）
島

田
あ
い
か
（
北
郷
５
）
安
居
美

咲
（
鹿
谷
３
）
下
牧
蓮
（
荒
土

２
）

第
44
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金　

賞
▼

　

山
内
玲
奈
（
勝
山
中
部
３
）

笹
木
真
碧
（
勝
山
北
部
２
）
吉

田
隆
将
（
勝
山
南
部
１
）
南
部

晴
花（
村
岡
６
）中
村
有
伽（
平

泉
寺
５
）
野
邉
円
華
（
成
器
西

４
）
木
村
圭
太
（
成
器
西
３
）

鳥
山
結
楠
（
成
器
南
２
）
平
林

美
結
（
平
泉
寺
１
）

銀 　

賞
▼
竹
内
未
来
（
勝
山
北
部

３
）
中
尾
吉
美
（
勝
山
中
部
３
）

安
岡
美
波
（
勝
山
中
部
２
）
松

山
愛
来
（
勝
山
中
部
２
）
南
部

隆
虎
（
勝
山
中
部
１
）
増
永
緒

美
（
勝
山
北
部
１
）
仲
谷
音
愛

（
成
器
南
６
）
岡
田
紗
耶
（
村

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・

　
　
　
　

標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介

岡
６
）
梅
原
陽
愛
（
成
器
西
５
）

谷
優
希
（
成
器
西
５
）
原
琉
亜

（
村
岡
４
）
高
川
真
衣
（
成
器

南
４
）
多
田
恵
美
夏
（
平
泉
寺

３
）
酒
井
祥
吾
（
三
室
３
）
黒

田
菜
々
美
（
荒
土
２
）
小
池
達

也
（
三
室
２
）
後
藤
ま
い
（
鹿

谷
１
）
宮
本
心
遥
（
平
泉
寺
１
）

銅 　

賞
▼
藤
澤
萌
愛
（
勝
山
中
部

３
）
中
西
怜
爾
（
勝
山
中
部
３
）

川
上
紗
也
加
（
勝
山
南
部
３
）

森
七
瀬
（
勝
山
中
部
２
）
青
木

咲
樹
（
勝
山
中
部
２
）
坂
井
絢

音
（
勝
山
南
部
２
）
小
田
幸
百

里（
勝
山
中
部
１
）谷
風
花（
勝

山
南
部
１
）
藤
田
睦
樹
（
勝
山

南
部
１
）
清
水
蒼
空
（
北
郷
６
）

稲
木
友
香
（
村
岡
６
）
木
田
恋

菜
（
荒
土
６
）
南
部
茉
優
（
成

器
南
５
）
向
原
柚
妃
（
成
器
西

５
）
伊
藤
優
志
（
三
室
５
）
久

永
拓
朗
（
村
岡
４
）
長
谷
川
由

花（
成
器
西
４
）松
浦
飛
弦（
成

器
南
４
）
林
優
成
（
村
岡
３
）

横
山
月
乃
（
成
器
南
３
）
宮
本

賢
（
村
岡
３
）
中
村
颯
華
（
村

岡
２
）
石
川
楓
夏
（
荒
土
２
）

柳
橋
布
季
（
成
器
南
２
）
向
井

楓
真
（
成
器
西
１
）
山
口
天
音

（
鹿
谷
１
）
中
村
優
里
（
平
泉

寺
１
）

防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼

　

山
形
史
音
（
勝
山
中
部
３
）

石
塚
岳
斗
（
勝
山
中
部
２
）
前

野
友
希
（
勝
山
中
部
１
）

奨
励
賞
▼

　

山
岸
沙
也
加
（
勝
山
中
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼
小
林
紗
彩（
成
器
南
６
）

渡
芽
生
（
荒
土
５
）
山
口
優
月

（
成
器
南
４
）
廣
田
紗
羽
（
村

岡
３
）
伊
東
大
悟
（
成
器
南
２
）

織
田
希
柚
（
荒
土
１
）

奨
励
賞
▼
三
谷
充
仁（
成
器
西
６
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平成28年度
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訓練の成果を発揮
■９月24日　九頭竜ワークショップ

　「第42回自衛消防操法競技大会」が行われ、勝山
市防火管理研究協議会会員の20事業所が参加しまし
た。4つの部門で、選手たちは日頃の訓練の成果を
発揮しました。

美味しいお菓子とお茶を堪能
■９月22日　すこやか

　国際交流サロン「中秋の名月」が行われました。
国際交流員ののえみさんより、ハワイでの中秋の名
月についての話をして「月餅」というお菓子を作り、
中国茶と一緒に食しました。

ちびっ子力士が勢揃い
■９月４日　光明院

　第42回光明院奉納子供相撲大会が行われました。
沢区・芳野区の小学生27人が学年別で熱戦を繰り広
げました。

繋ごう国体の輪
■９月11日　市民交流センター

　勝山市ウォーキング大会が行われました。この大
会は平成30年福井国体の旗を県内の17市町で繋い
でいく一環としても行われ、参加者は秋の景色を楽
しみながらウォーキングしていました。

祝20周年！！！
■９月10日　市民交流センター

　「カンガルーのお部屋」が誕生して20年が経った
ことをお祝いし、おひるねアートやはいはい競争な
どのたくさんの楽しい遊びをしました。幽玄の世界が広がる

■10月１日　平泉寺白山神社

　平泉寺白山神社のライトアップが行われました。
参道に200個の灯明がつけられ、辺りに幽玄な風景
が広がる中、コンサートの澄んだ声が響きました。
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市
民
総
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ

　

昭
和
43
年
の
第
23
回
国
民
体
育

大
会
以
来
50
年
ぶ
り
に
福
井
県
で

国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
回
は

勝
山
市
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ク

レ
ー
射
撃
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
高

校
女
子
）、
山
岳
の
４
競
技
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
福
井
県
は
男
女

総
合
（
天
皇
杯
）
優
勝
、
女
子
総

合
（
皇
后
杯
）
４
位
で
し
た
。
ま

た
、
国
体
に
は
多
く
の
市
民
が
い

ろ
い
ろ
な
形
で
係
わ
り
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
「
福
井
し
あ
わ
せ

元
気
」
国
体
・
大
会
で
も
、
前
回

の
大
会
以
上
に
盛
り
上
が
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
設
置

　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・

大
会
開
催
ま
で
２
年
前
と
な
り
、

実
行
委
員
会
で
は
市
役
所
正
面
玄

関
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を

設
置
し
ま
し
た
。

希
望
い
わ
て
国
体
報
告

　

綱
引
競
技
で
成
年
男
子
・
成
年

女
子
・
成
年
男
女
混
合
の
３
部
門

で
、
福
井
県
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
特
に
成
年
女
子
で
は
勝
山

市
の
選
手
が
主
体
で
チ
ー
ム
を
編

成
し
優
勝
の

原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。

２
年
後
の
福

井
国
体
が
楽

し
み
に
な
っ

て
き
ま
し

た
。

問 　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」国
体・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委

員
会
（
国
体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

☎
88
‐
８
１
２
７

環境美化運動

民泊

花いっぱい運動

炬
きょ
火
か
リレー

　

期
間
中
、『「
奥
越
さ
と
い
も
」

い
い
ね
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
開

催
し
ま
す
。

　

奥
越
内
の
協
力
飲
食
店
で
料
理

を
注
文
さ
れ
た
方
に
、
奥
越
産
さ

と
い
も
料
理
の
小
鉢
が
逸
品
サ
ー

ビ
ス
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

協
力
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問　

奥
越
農
業
振
興
協
議
会

☎
65
‐
１
４
９
０

と　

き
▼
10
月
30
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と　

き
▼
10
月
30
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
雨
天
中
止

集 　

合
▼
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

※ 

観
察
会
終
了
後
、
き
の
こ
汁
な

ど
の
ふ
る
ま
い
が
あ
り
ま
す

定　

員
▼
20
人

費　

用
▼
１
０
０
円

講 　

師
▼
西
川
清
文
氏
、
安
岡
明

治
氏
、
田
中
久
明
三
氏
、
北
川

博
正
氏

主 　

催
▼
わ
く
わ
く
体
験
学
習
推

進
隊

10
月
21
日
〜
11
月
20
日

は
「
さ
と
い
も
月
間
」

で
す

国
際
交
流
サ
ロ
ン

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
も
う

牛
首
街
道

き
の
こ
観
察
ウ
ォ
ー
ク

共　

催
▼
谷
の
山
を
愛
す
る
会

準 

備
物
▼
山
道
を
歩
け
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど

申 
・ 

問　

国
体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
ジ

オ
ア
リ
ー
ナ
）
☎
88‐8
1
2
7

第52回勝山市民総合文化祭

オープニングセレモニーオープニングセレモニー
　市民総合文化祭の始まりをフルート・ヴァイオ
リン・ピアノの三重奏によるコンサートでお楽し
みください。入場は無料です。
と　き▶10月29日㈯　午前10時～ 11時
　　　　（開場）午前9時30分
ところ▶市民会館　大ホール
内　容▶式典、ちょこクラトリオコンサート
　展示・芸能各発表会にもぜひお越しください。
展示発表会（市民会館展示ホール、教育会館）
　10月29日㈯　午前10時～午後5時
　 30日㈰　午前10時～午後4時
芸能発表会（市民会館大ホール）
　10月29日㈯・30日㈰　午後1時～ 6時

 

問　第52回勝山市民総合文化祭実行委員会事務局
　　（生涯学習課内）　☎88 ｰ 8114

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

対　

象
▼
市
内
の
小
学
生

定　

員
▼
40
人

※
先
着
順
、
要
申
込

参
加
費
▼
１
０
０
円

申
込
締
切
▼
10
月
26
日
㈬

申 
・ 

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
） 

☎
88
‐
１
１
１
５
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　おふたりは、平泉寺町小矢谷の南牧場で働いて
いて、毎日、牛の搾乳・掃除・餌やり・小牛のミ
ルクやりなどの仕事に朝早くから夕方まで携わっ
ています。

　佐藤さんは、千葉県出身で「あぐりナビ」とい
う全国最大級の求人件数を誇る農業求人、酪農や
牧場求人を集めたポータルサイトで南牧場を紹介
してもらい見学をして、平成28年1月に移住しまし
た。
　ニュージーランドでワーキングホリディに1年参
加して、海外で家畜を飼うという経験を積んで日
本で働いています。
　ニュージーランドに比べ日本の酪農は1頭1頭が
きちんと管理されている事に驚いたそうです。
　今は、牛がかわいくてしかたないそうです。

　濵田さんは、埼玉県出身で「あぐりナビ」で検
索して見つけたということと親戚が近くにいると
いうこともあって平成28年9月に移住しました。
　酪農は初めてだけど、毎日一生懸命仕事に頑張っ
ているそうです。
　慣れてきたら、趣味の音楽（ジャズ）もやって
みたいと思っているそうです。

　おふたりとも、「ごはん」が美味しい、食べ物が
美味しい、空気がきれい、人が優しいという勝山
の印象だそうです。
　将来は、今の仕事を頑張って1人前の酪農家を目
指す！！！と意気込んでいるおふたりでした。

出会い・ふれあい
酪農やりたかったんです。

佐藤　　瞳
ひとみ
さん（27）＝郡町２＝

濵田　記
のり
央
お
さん（25）＝栄町５＝

祖
先
西
脇
糺
た
だ
す

碑

　

西
脇
糺
は
福
井
県
の
生
ん
だ
代
表
的
書
道
家

西
脇
静
（
呉
石
）
の
父
で
あ
る
。
こ
の
碑
は
糺

の
長
男
得
三
と
二
男
静
の
兄
弟
が
、
父
が
56
歳

の
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
に
そ
の
功
績
を
顕

彰
す
る
た
め
元
町
２
丁
目
の
国
泰
寺
境
内
に
建

て
た
も
の
で
あ
る
。

　

碑
文
に
よ
る
と
糺
は
勝
山
藩
士
西
脇
蘭
之
助

の
五
男
と
し
て
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
に
生

ま
れ
た
。
幼
名
を
五
六
と
い
い
糺
は
成
年
後
の

名
前
で
号
は
枕
水
を
称
し
た
。
性
質
は
温
厚
で

幼
少
の
頃
か
ら
事
務
的
な
才
能
に
恵
ま
れ
て
お

り
実
業
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
明
治

初
期
の
10
年
程
は
学
校
の
教
員
を
勤
め
て
い
た

が
、
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
意
を
決
し
て
実

業
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。

　

し
か
し
西
南
戦
争
後
の
不
況
の
時
期
と
重
な

り
商
売
は
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
家
は
貧
困
を
極

め
た
。
多
く
の
同
業
者
が
商
売
を
た
た
む
中
、

糺
は
頑
張
り
抜
き
同
30
年
に
は
国
か
ら
勧
業
費

と
木
杯
ま
で
賜
っ
た
。
こ
う
し
た
彼
の
努
力
と

功
績
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
同
28

年
に
推
さ

れ
て
町
会

議
員
を
勤

め
る
こ
と

に
な
っ

た
。
議
員

の
職
に
あ

る
こ
と
12
年
に
及
ん
だ
。
一
方
、
糺
は
鈴
木
定

七
の
高
弟
で
剣
道
の
達
人
で
も
あ
っ
た
関
係

で
、
武
道
振
興
の
た
め
設
け
ら
れ
た
大
日
本
武

徳
会
福
井
県
支
部
委
員
や
、
衛
生
會
評
議
員
や

所
得
税
調
査
員
な
ど
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

　

苦
し
い
生
活
の
中
に
あ
っ
て
２
男
１
女
を
立

派
に
育
て
あ
げ
た
。
長
男
の
得
三
は
明
治
14
年

生
ま
れ
で
医
師
を
志
し
、
医
師
免
許
を
習
得
し

た
後
し
ば
ら
く
は
勝
山
で
開
業
し
て
い
た
。
当

時
勝
山
町
は
煙
草
産
業
が
盛
ん
で
福
井
県
内
で

唯
一
の
専
売
支
局
が
あ
っ
た
。
明
治
40
年
代
に

は
金
沢
の
管
轄
下
に
入
り
糺
は
そ
の
嘱
託
医
も

つ
と
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
同
45

年
に
は
金
沢
市
で
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
は
陸
軍
軍
医
と
し

て
旅
順
に
も
赴
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
福
井
市

に
移
り
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
市
の
衛
生
課

長
と
な
り
、
福
井
伝
染
病
院
長
と
学
校
医
も
兼

ね
た
。

　

呉
石
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
３
月
号
の
広
報

か
つ
や
ま
で
詳
し
く
紹
介
し
て
あ
る
の
で
、
呉

石
が
手
本
と
な
っ
て
い
る
明
治
44
年
の
高
等
女

学
校
用
の
「
新
撰
習
字
帖
」
を
市
史
編
纂
室
で

保
管
し
て
い
る
こ
と
の
み
紹
介
し
て
お
く
。

　

な
お
碑
の
裏
面
に
は
枕
水
の
名
で
子
供
た
ち

に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
と
句
も
刻
ま
れ
て
い

る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

石
碑探

訪

石
碑探

訪41
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◆
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
よ
う

　

朝
食
を
抜
い
て
学
校
や
職
場
に
行

く
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
集
中
力

が
出
な
く
て
、
勉
強
や
仕
事
が
は
か

ど
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
は
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

元
気
よ
く
１
日
を
始
め
る
た
め
に
、

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
間
食
は
時
間
を
決
め
よ
う

　

子
ど
も
の
間
食
は
、
成
長
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
う
と
い
う
点
で

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。「
午
前

10
時
」「
午
後
3
時
」
な
ど
と
時
間

を
決
め
る
こ
と
で
、
生
活
リ
ズ
ム
が

整
い
空
腹
と
満
腹
の
感
覚
を
覚
え
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
大
人
に
な
る

と
成
長
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

で
は
な
く
な
り
、
楽
し
み
の
１
つ
と

し
て
食
べ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
楽
し
み
の
１
つ
も
食

べ
過
ぎ
は
肥
満
に
繋
が
り
ま
す
。
特

に
、夕
食
後
の
間
食
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

が
消
費
さ
れ
な
い
ま
ま
蓄
積
さ
れ
肥

満
に
繋
が
っ
た
り
、
生
活
習
慣
病
を

悪
化
さ
せ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
ベ
ジ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
で

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

　

ベ
ジ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
「
食
事

の
時
に
野
菜
料
理
か
ら
食
べ
始
め
る

こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
食
物
繊
維
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
野
菜
や
き
の

こ
・
海
藻
類
の
料
理
を
最
初
に
食
べ

る
こ
と
で
、
血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑

え
、
肥
満
や
糖
尿
病
予
防
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
１
日
に
５
皿
の
野
菜
料
理
を
食

べ
る
事
で
１
日
に
必
要
な
野
菜
量
を

摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
つ
も
ご
は
ん

か
ら
食
べ
始
め
る

人
は
、
食
べ
る
順
番

を
変
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第10条「食事や間食は時間を決め、毎食食べよう野菜料理」第７回

件数内訳 平成28年９月末 前年比

総件数 ３０４件 －２３件

人身事故
（うち高齢者）

１２件
（３）

－１０件
（－４）

死　者
（うち高齢者）

２人
（１）

０人
（－１）

傷　者 １０人 －１４人

物損事故 ２９２件 －１３件

10月の納税

８月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ９月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,577人 5 －10 －5 12 －16 －4 11,568人 －9人
女 12,657人 9 －15 －6 12 －21 －9 12,642人 －15人
合　計 24,234人 14 －25 －11 24 －37 －13 24,210人 －24人
世帯数 8,023世帯 8,005世帯 －18世帯

人口の動き

市・県民税▶第３期　
納期限▶10月31日㈪　口座振替▶10月26日㈬

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「恐竜の年齢を知ろう」10月16日㈰
博物館自然教室

「親子で化石の
レプリカをつくろう！」

10月23日㈰
恐竜ふれあい教室

「中生代に生きていた虫」１０月30日㈰
博物館セミナー

「親子で恐竜だこをつくろう！」１1月6日㈰
恐竜ふれあい教室

10月12日㈬・26日㈬休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　9月13日～ 25日に湯った
りギャラリーにて「おじい
ちゃん、おばあちゃんの似顔
絵展」を行いました。特徴あ
る作品を楽しんで見ていただ
けたと思います。
　作品を展示したい方は下記
までお申し込みください。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください
次回のマイステージ▶10月23日㈰
　午後１時30分よりアンチエイジング講座「下半身
の筋肉トレーニング」を予定しています。


